
新型コロナウイルス感染症対応看護職員養成事業（重症患者対応研修）プログラム

講義（オンデマンド：日本看護協会）

目安時間主な内容 ／ 講師（所属等）※敬称略
(計 300 分）

1．新型コロナウィルス感染症の基礎知識 60 分
／大曲 貴夫（国立国際医療研究センター国際感染症センター長・感染症内科医長）

2．新型コロナウィルス感染症患者の集中治療管理 60 分
／則末 泰博（東京ベイ・浦安市川医療センター救急集中治療科・集中治療部門部長・呼吸器内科部長）

3．重症患者の看護（人工呼吸管理、ECMO、口腔ケア等） 60 分
／卯野木 健（札幌市立大学）

4．患者家族への精神的なケア（隔離による不安、意思決定支援、看取り等） 30分
／立野 淳子（小倉記念病院看護部 クオリティマネージメント科 科長）

5．新型コロナウィルス感染症の感染対策 30 分
／美島 路恵（東京慈恵会医科大学附属病院感染対策部 感染管理認定看護師）

6．生命維持装置の管理(NHF、人工呼吸器、ECMO、CHDF 等） 60 分
／三木 隆弘（日本大学病院）

確認テスト

講義（オンデマンド：和歌山県）

主な内容 ／ 講師（所属等） 目安時間

県内の医療提供体制の状況や対策 ／ 野㞍 孝子（和歌山県福祉保健部 技監） 25 分

演習Ⅰ（日本赤十字社和歌山医療センター内）※

目安時間主な内容
(計 250分）

１．新型コロナウィルス感染症患者受け入れ準備説明 10 分
２．PPE 着脱練習 60 分
３．新型コロナウィルス感染症患者の入室準備演習 60 分
４．新型コロナウィルス感染症患者の処置の介助演習 120 分

（気管挿管・各種ライン挿入準備と介助）

演習Ⅱ（日本赤十字社和歌山医療センター内）※

目安時間主な内容
(計 200分）

１．新型コロナウィルス感染症患者の安全な腹臥位療法

①腹臥位療法の説明：イージープローン・シーツ法について 20 分
②イージープローン演習 30 分
③シーツ法演習 30 分

２．ECMO 演習
①演習の説明：トラブルシューティングの方法、サーキットチェック方法 10 分

切断チューブのコネクト法

②机上シミュレーション：回路内圧の変化 15 分
③デモンストレーション：サーキットチェック 15 分

緊急時の対応（呼吸器の設定変更とハンドトランク）

④演習 ・サーキットチェック 80 分
・緊急時の対応

・コネクト法

※演習の前に講義を修了してください。また演習はⅠかⅡのいずれかのみ受講可能です。


